
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

グローバルスタートアップ支援プログラム 
「KGAP+」（Keihanna Global Acceleration Program Plus） 

2019 年度から ATR とけいはんなリサーチコンプレックス協議会が実施。

国内外の連携機関を通してスタートアップが参加し、３カ月間の活動により

協業先を探索（累計参加数 13 カ国 117 社、マッチング成立 72％）。 

2022 年度は、第 7・8 期を実施し 13 カ国 38 社が参加。海外展開を目指し

た特別プログラムを NY、ロンドン、バイエルンで実施（6 カ国 15 社参加）。

京都スマートシティエキスポ 2022 において「KGAP+ SUMMIT 2022」も開

催、連携機関とのパネルディスカッションと卒業企業ピッチと展示を実施。 

（ATR 提供） 

南田辺・狛田地区の整備状況 
12 の文化学術研究地区の

ひとつである南田辺・狛田

地区は、京田辺市と精華町

に跨って位置しており、 

中央部には京奈和自動車道

が、また鉄道駅もほど近く

交通アクセスが良好。 

南田辺北地区には 2022

年 7 月時点で約 4,600 人が

居住。 

狛田東地区は土地区画整

理事業が進んでおり、南田

辺西地区や狛田西地区、 

南田辺東地区もそれぞれ整備が予定されている。 

南田辺北地区 

南田辺東 
地区 

南田辺西地区 

狛田西地区 

狛田東地区 

（Google マップより） 

（仮称）けいはんな万博開催準備会 発足 
（仮称）けいはんな万博全体構想の実現に向け、（仮称）けいはんな万博 

開催準備会が発足。2022 年 10 月 27 日、第 1 回開催準備会がハイブリッド

形式で開催され 40 機関が出席した。 

2023 年 3 月末時点で賛同機関は 96 機関。本都市内の立地機関だけでなく

幅広い機関から賛同を得ている。 

 

（KRI 撮影） 

都市運営 

マスコミを通じた情報発信件数・検索ヒット数 
本都市に立地する主な公的機関及び大学等がリリースし

た報道資料件数と、日経テレコンによる新聞記事検索ヒット
数。 

イノベーション推進           <人の対流的指標> 

視察件数・視察者数 
本都市に立地する主な公的・民間機関、大学が受け入れた

視察件数及び視察者数。緊急事態宣言などの影響で、受け入
れの休止や閉鎖される施設も複数あり、2020 年度は減少。 

けいはんな学研都市「新たな都市創造プラン」 

けいはんな 
インジケーターマップ 
2023 

けいはんなインジケーターマップとは 

多様なステークホルダーによって推進されている

「新たな都市創造プラン」の取組成果を、「けいはんな

学研都市」全体として俯瞰的に評価する指標群。 

関係する事業主体が成果を共有し、国内外へアピー

ルすることで、都市全体の価値を高めるとともに、取

組成果を関係機関それぞれの事業活動の新たな展開に

活かしていくための取り組み。 

2020 年以降、COVID-19 が世界的に拡大。あらゆ

る感染拡大防止対策が講じられ、人々の生活様式や意

識が変化。けいはんな学研都市に於いても、様々な活

動に影響を及ぼしている。 

 

けいはんな学研都市の基礎情報 

【都市の位置】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【各クラスターの整備状況】（2023.4 現在） 

学研都市全域    15,000ha 

内文化学術研究地区  3,600ha（12 クラスター） 

 

 

編集･発行 公益財団法人関西文化学術研究都市推進機構（KRI）2023.5 

 

SDGｓ関連指標 
持続可能な開発目標（SDGｓ）を達成するために示された我国の具体的施

策にかかる指標に準じた、本都市内における該当指標。 

100 万人当たりの研究者 

本都市内では、 

’22.4.1 現在で 1.35 万人。 

＜SDGs ターゲット：9.5＞ 

立地適正化計画 

本都市 8 市町のうち、 

’23.3 末現在で 2 市町が作成。 

＜SDGs ターゲット：11.3, 11.a＞ 

海外との科学技術協力協定 

本都市では、 

’23.3 末現在で 191 件。 

＜SDGs ターゲット：17.6＞ 

都市形成 

文化学術研究地区（クラスター）の整備率 
施設（文化学術研究施設、道路、公園、学校、住宅等）の

整備進捗状況。整備した各種施設の敷地面積は、クラスター
総面積の約 6 割。 

都市運営 

「けいはんなポータル」投稿件数 
本都市に関するさまざまな情報を広く発信するニュース

投稿型ポータルサイト。詳細とご利用は、下記の QR コード
から。 

イノベーション推進           <人の対流的指標> 

コンベンション開催件数・参加者数 
本都市内で開催された国際会議件数及び参加者数。2020

年以降、水際措置の強化や緊急事態宣言等により減少。開催
形態のひとつとしてリモート化が浸透してきている。 

都市運営 

各ステージの推進体制と構成員数 
けいはんな学研都市「新たな都市創造会議」は、大学や立

地機関等の参画が増加し、セカンドステージ推進会議に比べ
構成員数は 2 倍に。 

都市形成 

人口 
本都市内の人口は毎年増加しており、2023 年 4 月現在で

254,401 人。 

都市形成 

道路整備進捗率 
国道 163 号と京奈和道、城陽井手木津川バイパスは近畿

地方整備局ホームページ内の予算執行情報開示等による事
業進捗率。山手幹線は京都府提供資料による供用延長の率。 
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イノベーション推進 

社会実装を目指した実証事業件数 

2016 年度から 6 年間累計 567 件 実施 
本都市に立地する主な公的研究機関や大学等において、

新たに開発した技術や製品等の社会実装を目指した実証事
業の状況。（自社敷地内で一般住民が参加しない事業は除外） 

 

 

 

 

 

 

ゴミ拾いをするだけでポイ捨てゴミを 
自動で認識し、その分布状況を可視化 
することができるセンサ搭載トング 

 
 

（奈良先端科学技術大学院大学 提供） 

ツアー・オブ・ジャパン 京都ステージ 
けいはんなサイクルレース 

UCI（国際自転車競技連合）公認の国際自転車ロードレース 「ツアー・

オブ・ジャパン」の京都ステージは、京田辺市と精華町の山間部を周回する

コースで、国内外のプロ選手が熱い戦いを繰り広げる。2023 年は 5 月 22 

日に開催、沿道から

約 4 万 2 千人が観戦

した。 

一方「けいはんな 

サイクルレース」は 

一般参加が可能な 

個人ロードレースで、 

今年で 23 回目。 

全国各地から、 

約 500 名が参加した。 

ツアー・オブ・ジャパン 2023 京都ステージ 

（TOJ 京都ステージ実行委員会 提供） 

避難誘導アプリを活用したフィールド実証 
2023 年 2 月 25 日、スマートけいはんなプロジェクトの一環で、NTT コ

ミュニケーションズ株式会社が独自に開発した避難誘導アプリを活用した住

民参加型の避難訓練が実施され、Club けいはんなの 

会員 154 名が参加。スマートフォンに表示される 

避難情報に従って、避難先まで徒歩で移動した。 

 

（NTT コミュニケーションズ株式会社 提供） 

JR 奈良線複線化 開業 
2023 年 3 月 18 日、JR 奈良線 

第 2 期事業である複線化が開業し、 

京都から木津まで全長 34.7km の

うち、これまでの第 1 期複線化事業

とあわせて計 22.2 km が複線とな

った。（京都～城陽、山城多賀～玉

水） 

また、同日実施のダイヤ改正によ

り、通勤時間帯の増発、所要時間の

短縮および運転間隔の均等化が図ら

れた。 

府道和束井手線 井手跨線橋より 

山城多賀駅方面を望む 

（KRI 撮影） 

京大農場オープンファーム 
地域の人々に農業に触れる機会を提供、京大農場の最新施設や設備の見学、

農業技術の開発と実証を目指した京大農場の取組紹介を目的として、 

毎年 11 月 3 日に開催。公開講座や農場ツアー、小学生も参加可能な農業体

験実習なども実施。2022 年度は 525 名が参加。 

   カキの収穫体験      イチゴの育苗システムの説明 

（京大農場 提供） 

イノベーション推進 

企業支援活動件数及び特区制度活用数 
本都市に立地する各支援機関による技術開発、資金獲

得、販路開拓等の企業支援活動件数。国際戦略総合特区で
の計画認定事業数は 2022 年度末現在で 6 件の実績。 

本都市における 

国際戦略総合特区での 

計画認定事業数の内訳 

 

① 規制の特別措置 1件 

② 税制支援    4件 

③ 財政支援    1件 

計       6件 

文化・学術研究の振興 

立地施設数 
2002 年から研究開発型産業施設の導入により増加。

2022 年度末で 155 施設。研究所内ベンチャー企業やテナ
ント等、入居は 171 機関。 

イノベーション推進 

特許登録件数・出願件数 
けいはんな発（公民 62 機関）の特許登録件数及び出願件

数。2021 年の特許登録件数は 2015 年に比べ約 1.6 倍に増
加。 

文化・学術研究の振興          <人の対流的指標> 

文化・学術・科学プログラム数 
本都市に立地する主な公的機関及び大学等による主催・共

催の様々な「知」を楽しむプログラム。2020 年度以降、WEB
を活用した開催形式が広まっている。（参加者数不明のものを含む） 

イノベーション推進 

共同研究開発テーマ 
本都市に立地する主な公的研究機関及び大学等が、主に商

品化・産業化をめざし、民間企業等と実施している共同研究
及び受託研究の件数と受け入れ金額の合計。 

文化・学術研究の振興 

就業者（研究者）数・学生数 
2022 年は、2005 年に比べ就業者総数が約 2.3 倍、うち

外国人数は約 1.6 倍。研究者数は約 1.6 倍の伸び。学生数
は、就業者総数の約 1.6 倍で 18,484 人。 

イノベーション推進 

製造品出荷額等・就業者数 
本都市を構成する各市町の製造品出荷額等及び就業者数

の合計値。（精華町以外の市については学研都市区域以外を含む。） 

都市形成                <人の対流的指標> 

公共交通乗車人員 
本都市内の年間乗車人員。2021 年度は鉄道約 2,700 万

人、路線バス約 900 万人。 

都市形成                <人の対流的指標> 

大規模公園利用者数・イベント参加者数 
けいはんな記念公園（京都府）、大阪府民の森 むろいけ園

地、平城宮跡歴史公園（奈良県）の来園者数とイベント参加
者数の合計。 

イノベーション推進 

Club けいはんな・K-PeP 活動状況 
Club けいはんなは、ものづくりのための研究開発を支援

するため、生活者としての知恵と知識を活かす市民参画に
よる組織。（2016 年設立） 

K-PeP は、自動運転等の新技術や新たな交通システムの 
確立に向けた日本で初めての 
企業乗合型、住民参加型の 
公道走行実証実験プラット 
フォーム。（2018 年運用開始） 

 

Club けいはんな 

会員数 3,317 人 

（2023 年 3 月末現在） 

活動実績（累計） 

・ワークショップ 11 件 

・実証実験    5 件 

・Web 調査    27 件 

  

参加企業数 
（2023 年 3 月末現在） 19 社 

実証実験件数（累計）27 件 

文化・学術研究の振興 

研究発表数 
本都市に立地する主な公的研究機関及び大学等による研

究発表（「学位論文（修士以上）」「論文誌掲載」「学会発表」）の件数。 
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国内 国際 不明（件）
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ハイブリッド開催
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（暦年 推進機構調べ）

※2023年1月時点の知財ポータルサイトIP FORCE特許ランキングとヒアリングによる調査
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件数

金額
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（出荷額は暦年、就業者数は年末現在 経済産業省「工業統計調査」）

就業者数 製造品出荷額等
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大学･その他

研究開発型産業施設

研究施設
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